　小西真奈美さん出演作品の世界
                                                    高野　獨源
　　
　小西真奈美さん出演の作品には、いつも勇気づけられている。小西さんは、常に見る人のことを考えて演技している。そして、必ず成功している。作品の中で小西さんの演じる役柄を通して、我々は色々な印象を得、世界を観、物事を考える。もちろん、作品全体にも小西さんの存在が深く影響し、感動を与えてくれる。それらは全て、我々の日常の生活にとって何らかのきっかけとなり、力となり、勇気となる。

　ここで私は、それら小西さん出演作品を幾つか振り返っておきたいと考えている。
　作品は、ここに挙げるものだけではないし、フジテレビ『ココリコミラクルタイプ』（二〇〇一年から二〇〇七年三月二十八日まで出演）については、コント数だけでも千ほどあるので、別の機会にまた書きたいと思っている。『漱石の犬』（日本テレビ）、『Ｓ』（テレビ朝日）は継続中なのでこれもまた別の機会にしたい。コマーシャルなども、作品として考えれば、本当は是非振り返りたいところだ。詩集『手紙』と写真集『２７』についても、機会があれば書きたいと考えている。　

　　　　　　　恋愛小説
二〇〇四年、ＷＯＷＯＷドラマ（三月十四日）から劇場でも公開された、金城一紀原作、森淳一監督の作品。出演は、玉木宏、小西真奈美、池内博之、平山あや、他。音楽は『龍馬伝』とおなじ佐藤直紀。
　小西さんが、脚本を読んだ時に、想いが溢れてきて、澤井瑞樹という役名までいとおしくなってきたとおっしゃっていたものだ。

これは、感動した。最初の方は、重苦しく、ミステリアスな雰囲気で進んでいく。主人公（玉木宏さん）の若くして遺書を書くという設定、死神と言われても仕方ないような過去の不思議な出来事の数々、豪華な家に一人住む不思議さ。そして、語り始める、悲しい物語……。
ある日、主人公聡史の毎日に、文字通り瑞樹（小西さん）が飛び込んで世界は変わる。毎日がうきうきとし、楽しく明るく、勇気付けられる。
だが不安は現実のものとなる。主人公は深い悲しみに落ちていく。

しかし、それを救ったのは…。

壁に残した瑞樹のメッセージ。死んでもなお彼女は彼を勇気付ける。

誰がこれに感動せずにいられようか！

音楽も良かった。静かなメロディーとラフマニノフのピアノ協奏曲第二番第二楽章の終わりの部分のようなメロディーの二種類があったが、とても効果的だった。ちょうど自分もラフマニノフのピアノ協奏曲第二番をやっていたので、メロディーの共通点に瞬時に気付いたのだが、この映像には佐藤氏のこの音楽がばっちり合っていたと思う。　　

映像的にとても美しかった。小西さんは、黒い服の似合う、大人びた大学生の役だった。気持ちが、痛いほど伝わってきた。
　　

　　　　　　　コワイ童話　不思議の国のアリス
　一九九九年六月十四日から七月五日。三十分ものの全四回。ＴＢＳ。小西さんの初めてのドラマなのではないだろうか。小西さん二十歳。出演は、佐々木蔵之介、小西真奈美、妻夫木聡、他。小西さんは、ミステリアスな耀子役。最初から、浮世離れした不思議な人だが、途中から、主人公にとって、ぞっとするような何とも怪しい妖艶さをともなって現出する。そういえば、佐々木さんと妻夫木さんとは映画『憑神』（二〇〇七年）で兄弟役をやっていた。
　　　　　　　小児救命

　火事で火傷をした人たちを見かけて救急車に飛び乗る小児科医、青山宇宙（あおやまそら）（小西さん）の場面から始まるこのドラマは、二〇〇八年十月十六日から十二月十八日まで、全九回。テレビ朝日。収録中に三十歳の誕生日を迎えた小西さん。出演は、小西真奈美、塚本高志、陣内孝則、大杉蓮、山口紗弥加、他。山口紗弥加さんとは、この年の夏に撮影していた映画『のんちゃんのり弁』でも、『ココリコミラクルタイプ』でも共演している。

　『きらきら研修医』（二〇〇七年）では、研修医だったのに、何と一年半後には、院長としての役柄である。髪の毛もすっかり長くなり、シリアスなドラマを演じている。

　小児科の現情を描いたこのドラマは、やはり感動を呼んだ。実は、何ヶ所も感動して泣いてしまった。
子供達の重い病気に対しての悲しさと、それに対するそら先生の思いやりに対する感動もあるが、二十四時間診療に賭ける、そら先生の気高い志に感動する。次々襲い掛かってくる困難に立ち向かうあおぞら子供クリニック院長、青山そら先生。人には弱い姿を見せないが、余りのことに打撃を受けたり、密かに泣いたりする事もあった。しかし、次の瞬間には笑顔を人に見せたりもする。そら先生には、自身の生い立ちにもつらい過去があった。それを乗り越えて、いや、それがあるからこそ、強い意志を持ち続けているのかも知れない。子供達にいつでも手を差し伸べる、そら先生。その尊い優しさに泣ける。
塚本高志さんとのキスシーンが予定されていたのだが、中止となったことも話題になっていた。なんと塚本さんも同じ誕生日だそうだ。

　　　　　　　ＫОＩ☆ＡＧＥ　恋するアゲハ

二〇〇九年、ドコモ、Ｂｅｅテレビ。一話当り十分弱の全十四話という構成。一話当たり短いので、どんどん見てしまう。小西真奈美さん主演。
これは、面白かった。何度でも見たくなる。小西さんの色々な表情をアップで見られるのが楽しくもあり、過去にもこんな表情を見たナーなんて懐かしかったりなどもする。出演は、小西真奈美、福士誠冶、森本レオ、杉本彩、木下優樹菜、他。主人公の伊佐美遥は、さばさばした性格の雑誌のライターだ。ある時、遥はキャバクラに取材に行って、キャバ嬢を体験してみることになってしまう。飾り立てられ、写真まで撮られ……。そこで見るキャバ嬢の生態、そして、実態は……。バリバリのライターとキャバ嬢というギャップ、そして、シンプルなファッションと飾り立てたキャバクラ・ファッションとのギャップが際立っている。キャバクラ・メイクは、ちょっと『ココリコミラクルタイプ』でのモモちゃんを想い起こさせる。
　三年ぶりの恋で、思わず顔がにやけてしまう遥（小西さん）のアップがいい。しかし、翌日それが悩みの原因へと変わる。迷う遥……。しかし、結局正義を優先する。

　編集長に『恋するアゲハⅡ』の執筆を依頼され、「やです」と断る表情もイイ。ちょっと『のんちゃんのり弁』の小巻みたい。ケーキ屋さんでのシーンでの笑顔は、二〇〇六年の『情熱大陸』で取材中に見せていた表情に似ていると思った。
　とにかく、この恋アゲ、良くまとまった、完成度の高い作品なのではないだろうか。名作となっても良い作品だ。
　　　　　　　きらきら研修医

　何と言っても、小西さんのショートカットが決まっている。今現在、筆者のＰＣの壁紙は、この『きらきら研修医』の「がんばる女子は報われる。」と書かれた宣伝画像にしている。二〇〇六年十一月十五日ごろ、七時間ほど掛けて三十センチほど短くし、『きらきら』用の髪型を完成させたそうだ。十一月二十三日にこの髪型で日刊スポーツ紙上に登場。小西さんのショートカットは、この時期の、コマーシャル『アサヒぐびなま』やＪＲ九州『鹿児島スイッチ』、『ハウスメイト』、それに、『ココリコミラクルタイプ』（二〇〇七年三月二十八日の卒業まで）などでも見られる。この後、また伸ばしてしまうので、ショートの期間は長くはない。映画『Ｓｗｅｅｔ　Ｒａｉｎ　死神の精度』（二〇〇八年）や『あしたの、喜多善男』（二〇〇八年フジテレビ）では、中間的な長さの髪型の小西さんが見られる。
　二〇〇七年一月十一日から三月二十二日まで。全十一話。ＴＢＳ。出演は、小西真奈美（織田うさこ役）、ウエンツ瑛士、加藤雅也、パパイヤ鈴木、りょう、研ナオコ、他。小西さんの連続ドラマ初主演である。
　研修医、織田うさこの頑張る姿が微笑ましいし、とにかくかわいい。その中で語られる医師としての職業観が、我々の職業観をも問うて来る。コメディタッチの中にも、考えさせられ、力づけられるドラマである。小西さんが予告動画の中で、見ている人が力づけられると思うとおっしゃっているが、その通りである。
　ゴルフの練習をするため、医薬情報担当者の山崎（加藤雅也さん）にシューズをはかされてしまう場面などがとてもかわいかったし、全体を通して、健気で、こらちも頑張らなければと、実際思った。力づけられる。
　　　　　　　

　　　　　　　パンドラ

　またも、女医役。『ちゅらさん』シリーズ（二〇〇一年から二〇〇四年ＮＨＫ）、映画『天使の卵』（二〇〇六年）でも、女医役だし、『きらきら研修医』（二〇〇七年）、『小児救命』（二〇〇八年）、『パンドラ』と、女医役が続く。『白い影』（二〇〇一年ＴＢＳ）では看護婦だし、白衣を着る機会が多い。ＤＴＩのコマーシャル（二〇〇五年十月）では、白衣、めがねという、罪ないでたちで皆の前に現われ、人々の目を釘付けにした。
　二〇〇八年四月六日から五月に十五日まで、ＷＯＷＯＷ連続ドラマＷ『パンドラ』。一時間コマーシャル無しの前八回。脚本、井上由美子。出演、三上博史、柳葉敏郎、小西真奈美、谷村美月、山本耕史、國村隼、上原美佐、他。
　さすが有料放送、緊迫感と重量感のある、質の高いドラマだと感じた。主人公の鈴木（三上さん）と的場（柳葉さん）のそれぞれの立場での硬い熱意と意志が全編を通して伝わり、それに絡む、様々な人物の様々な思惑が交錯し、見ている者を飽きさせない。
　小西さんは、少し、何を考えているか分からない、恐らく何か、打算的なものがある、飯田小夜子役を巧みに演じていた。結果的には、鈴木の協力者的な役割を担う事になる。恐らく打算を離れて、本能的にそう動いたということを感じさせるのだった。
　倒れた緑川医師を救おうと必死に心臓マッサージを行う小夜子。とっさの行動に、やはり医師としての使命感、大切なものを失っていないことが痛いほど伝わってくる。こんな一場面に、物凄く感動させる力を、小西さんの演技は持っている。

　エンディングのトニー・ベネットの『グッド・ライフ』が大人の哀愁を感じさせていた。そう、これは大人のドラマなのだ。
　　　　　　　のんちゃんのり弁
　二〇〇九年九月二十六日公開の映画、緒方明監督。入江喜和原作。撮影は二〇〇八年夏なので、『小児救命』の少し前だろうか。暑い中小西さんは汗をかかないというのは緒方監督の弁である。

小西さんが初の母親役ということで話題になった。母親といっても、アラサーの、ちょっとパンクな主婦ということで、今までの小西さんの役柄には無いものだと思う。
　出演は、小西真奈美（永井小巻役）、倍賞美津子、村上淳、岡田義徳、岸辺一徳、山口紗弥加、他。

　舞台は東京下町、京島。東京スカイツリー建築準備中現場の近くだ。工事現場がかなり映っている。私は東京下町生まれ下町育ちだが、私が四十年間積み上げた、さっぱりした下町の女性のイメージが、小西さんの演技では完璧に出ているのが驚きだ。どうして薩摩生まれ、山の手在住の小西さんに分かっちゃうのか？
　緒方明監督によると、小西さんに会ってみたら、見事に普通の人だったとのこと。「すごい俳優さんや女優さんって、普段は普通なんですよね」とインタビューでおっしゃっていた。

　主人公、小巻の日々奮闘する姿、置いてきた夫と、高校生の頃の同級生と絡みなど、何となく、じーんと来る映画なのだった。特に、手のひらから太陽を透かして見るシーン、ｋｏｂａ氏の音楽、チェロの音色と相俟って、これは泣けました。

　　　　　　　猿ロック　ザ・ムービー

　二〇一〇年二月二十七日公開、市原隼人主演の映画、撮影は二〇〇九年。小西さんは正義感を持ちながらも、アウトローな手段を使う警察署長、水樹瑛子役。出演は、市原隼人、比嘉愛未、小西真奈美、光石研、國村隼、西村雅彦、他。國村隼とは、『パンドラ』に続き、またもや対決だ。
　小西さんは映画『天使の卵』（二〇〇六年）で市原隼人と競演している。今回は、敵対関係にあるが、最後には『大切なものは目に見えない』というセリフを残し、最終的な意味での正義の人は、実は水樹署長であったのではないかと問いかけてくる、実は、物凄く重要な役となっていた。小西さんの演技の一挙手が見逃せない映画になっている。
　ちなみにこの港の場面は新潟港のようだ。

　　　　　　　あしたの、喜多善男　世界一不運な男の、奇跡の十一日間

　二〇〇八年一月八日から三月十八日、フジテレビ・関西テレビ。全十一話。出演は小日向文世、松田龍平、小西真奈美、吉高由里子、生瀬勝久、栗山千明、要潤、他。

　十一日後の死を決意した不幸な男が、再生していくストーリーとなっている。なので、一日当り一話という訳である。

小西さんは、その主人公、喜多善男（小日向さん）の元妻、鷲巣みずほ。しかし、何やら怪しい。その結婚の記憶を消したがってカウンセリングに通い、次の夫には多額の保険を掛けており、結果的にその夫も事故死した。会社を死んだ夫から引継ぎ社長をしている。喜多善男は、ひたすらみずほを愛し続けているのである。この点での解決は結局無くみずほは最後まで、冷たい不思議な印象を与える。
突拍子も無い話だといってしまえばそれまでだが、死を考える題材にもなり、思うようにならない世の中で、どう生きるかということを問いかけてもおり、面白かった。途中の宵町しのぶ（吉高さん）が絡むドタバタ、シリアスな要素、入り混じり、飽きさせない。見終わって充足感のあるドラマだと思う。
　　　　　　　ＵＤОＮ
　讃岐うどんをテーマにしたこの映画は、二〇〇六年八月二十六日公開、本広克行監督。出演は、ユースケ・サンタマリア、小西真奈美、トータス・松本、鈴木京香、小日向文世、他。小西さんの演じる宮川恭子は眼鏡をかけた、地味めな雑誌記者。車の運転が苦手なのだが、壊しては何台ものマーチを乗り換えている。
　役柄上、おとなしい、自己主張の弱めな女性を演じているが、小西さんとしては、こういう役は、少し珍しいかも知れない。うどんブームに火を付け、やがてブームも下火になって行く過程が描かれる。その中で、それぞれの登場人物か成長して行くのである。
　小西さんは、この映画の見どころについては、インタビューで、
「見どころ？うーん、見どころかあ。見どころ満載なんですよね」

と答えていらっしゃった。確かに全編を通して、緊張感も持続し、うどんの美味しさが伝わって来るような、ほかの映画には無い楽しみのある映画だった。
　讃岐富士、飯野山の近くの舞台。ここをぜひとも訪れてみたくなった。

　ちょうど、この撮影の頃、『情熱大陸』（二〇〇六年五月二十八日、毎日放送）に小西さんが出演し、ＵＤОＮ撮影など二ヵ月半に渡る取材が行われた。この番組、小西さんを知る上では貴重な番組である。本広監督の小西さん評。よく分からないけど、内面はぎらぎらしたものがあるのではないかという。恐らく小西さんファンの皆が感じ、惹かれる要素の一つであろうことに言及されていた。

小西さんの「素」を求める取材陣。お茶したりジャンケンしたり。かなりお茶目でメチャメチャかわいい小西さん。六年後の『アナザースカイ』（二〇一〇年七月二十三日）での小西さんと対比すると興味深い。
　公開中に放映された、映画宣伝を兼ねたバラエティ番組でユースケ・サンタマリアさん、小西さん、トータス・松本さんが出てコロコロパターボウリングをやっていた。

　　　　　　　

　　　　　　　青と白で水色

　二〇〇一年、日本テレビ。一時間のドラマ。脚本は桜井剛。出演は、宮崎あおい、小栗旬、小西真奈美、蒼井優、他。みんな、大物になった。
　いじめがテーマで、小西さんは、高校教師、大内瑞穂役。最近観た映画『告白』（二〇一〇年）での松たか子演じる教師が生徒に向かって話している場面があるわけだが、それと場面的に似ているところがあるように思う。

大内先生は、高校生時代の自分の行動が悲劇を生んだことをひきずっている。足が悪いのも、その過去の事件に原因があった。しかし、だからこそ、先生の話に生徒は心を打たれたのだ。
　森田童子の主題歌が『高校教師』（ＴＢＳ一九九三年）、そして、『人間・失格』（ＴＢＳ一九九四年）を髣髴とさせる。

　何となく学校の屋上などの風景が『ｂｌｕｅ』をも連想させるのだが、これは私の連想癖であろうか。どちらも青い空やｂｌｕｅをイメージさせ、かつ、近い時期に製作されたからであろうか。小西さん、二十一歳か二十二才の頃。しかし、一つは高校生役で、もう一つは教師の役。　

　　　　　　　ＤＵＡＬ　ＦＥＥＬ
二〇〇四年九月、ヤフージャパンと日産自動車が提供したウェブドラマ。

出演は、小西真奈美、Ｃｈａｒ、他。

面白い試みがなされている。エピソード一と、その続きエピソード二については、サイドＡ（小西真奈美）とサイドＢ（Ｃｈａｒ）が、それぞれの視点から見たドラマとして二つの側面で進んで行き、最後のエピソード三で一つにまとまるのだ。しかも、この構成は、物語の内容にも沿ったものだ。最初にそれぞれが想い想いに相手のことを想像しているのが面白い。そして、本当の相手を知った時の驚きが伝わってくる。
映像がおしゃれである。こんな感じの映像は好きだ。ちょっと横から陽が射すような、薄い空気感。薄い茶系色の印象。少しロックな役柄の小西さんに良く似合う空気感だ。このドラマも、何度も見たくなるような世界だった。ミルクティーを飲む小西さんが印象的。
　　　　　　　Ｓｗｅｅｔ　Ｒａｉｎ　死神の精度

二〇〇八年三月二十二日公開。伊坂幸太郎原作、筧昌也監督。　

出演、金城武、小西真奈美、冨司純子、光石研、村上淳、他。物語は三つの部分（時代）に分けられる。小西さんは、主に一九八〇年代の第一部に登場する。自分に自信が無く、周りの人が次々と不幸になると思い込んでいる（これは、映画『恋愛小説』の主人公を髣髴とさせる。）藤木一恵役。電気製品のクレーム電話受付の仕事をしている。服装も地味で、すっぴんだ。地味な性格の役作りも見事だ。

一恵は、ひょんなことから歌手になることになり、死神（金城武）から、ぎりぎりで「見送り」の判定を下される。この藤木一恵の歌が第二部、そして第三部へと関わりを持っていく。第三部の終わりで全体を貫く事柄が明らかとなり、ほぼ予想できていたとはいえ、感じるものがある。藤木一恵の今と昔がダブり、何とも言えない感慨に浸る死神、そして、我々視聴者。私などは、ここで一瞬映る小西さんをいつまでも脳裏に留めていたいと思う。ちなみに、ここは新潟県の海岸だそうである。
この映画で使われた藤木一恵のＣＤ『サニー・デイ』は実際に販売され、小西さんは藤木一恵名で歌手デビューした。『灯火』も収録されている。小西さん、歌もかなり上手い。
シネマトゥデイの単独インタビューによると、撮影で大変だったのは、「雨待ち」だったそうだ。逆に急に雨が降った場合など気持ちの持って行き方が難しいなど。小西さんは晴れ女だという説もあるからのう。　　

　　　　　　　天使の卵

　　

　二〇〇六年十月二十一日公開の映画。村山由佳原作、富樫森監督。出演、市原隼人、小西真奈美、沢尻エリカ、戸田恵子、他。小西さんは市原隼人とは二〇一〇年の映画『猿ロック』でも共演している。
　小西さんは、画家の夫を自殺で亡くした五堂春妃役。精神科医姿は『小児救命』のようだった。責任を感じて泣き崩れる小西さん。気持ちが痛いほど伝わって来る。舞台は京都で、ある建物の屋上のシーンがあり、ここは街を見下ろすことのできる不思議な場所で、「ワー」と感動する場面なのだが、日経トレンディの小西さんインタビューによると、実際に心の底から「ワー」と出てきた言葉だったのだそうだ。
　小西さんより年下の男から見た場合、こういう感じなのかなあ、と思いを馳せる映画であった。

　大友良美氏の音楽も良かった。心に沁みるチェロのメロディーと和声。
　『恋愛小説』と同様、最後は亡くなる役柄だったので、没入して観てしまうと、ちょっと辛いかも知れない。

　小西さんは、シネマトゥデイのインタビューで、役について答えを出して現場に行ってしまうと形として見えてしまいこの作品は成立しない、ある程度方向性を探って現場に行くが、一回ニュートラルな状態にして、現場で必死に探す。そういうことをしようと作品に臨んでいた。結構大変で毎日が必死という状態だった、とのことである。「人ってそんなに綺麗に生きてなしい、綺麗に悩まないじゃないですか。完成し切れていない、人間くささみたいなものを持っているところが素敵だな、と思った」ともおっしゃっていた。
　

　　　　　　　ｂｌｕｅ
二〇〇三年の映画。原作魚喃キリコ、安藤尋監督。出演、市川実日子、小西真奈美、今宿麻美、村上淳、他。
新潟の海岸が出てくる。主に新潟市で撮影されたようである。
市川さん演じる桐島と、小西さん演じる遠藤、二人の高校生の物語である。遠藤は、大人っぽい女子高生。ゆったりとした会話のテンポ感が特徴的な作品だ。
　　　　　　　世にも奇妙な物語　あなたの物語

二〇〇五年、フジテレビ。ありえない話だと分かっているが、ぞっとする。『コワイ童話　不思議の国のアリス』もぞっとしたが、これはまた違う意味で怖い。小西さんファンはこれを見るのはちょっと辛いのではないだろうか。しかし、見てしまった以上忘れる事もできない。　

　　　　　　　天体観測

二〇〇二年七月二日から九月十七日、関西テレビ放送（フジテレビ系全国ネット）。全十二回。バンプ・オブ・チキンの歌『天体観測』に刺激されて作られたドラマだという事だ。
出演は、伊藤英昭、坂口憲二、オダギリジョー、小雪、田畑智子、小西真奈美、山崎樹範、上原美佐、長谷川京子、他。

群像劇と言えよう。（この群像劇という言葉は、小西さんがテレビドガッチの『小児救命』のインタビューで使っていて、それで知った言葉である。）小西さんは、オダギリジョー扮するタケシに思いを寄せる井田有里役。二十五歳の役だが、実際の小西さんは二十三歳。　　

登場人物それぞれの物語になっているので、内容は充実している。しかし、回数を重ねるごとに、タケシ（オダギリジョー）と有里の物語が深刻さを増してゆく。そして、私にはなじみの深い駒込警察署の前でタケシは刺され、そして、死ぬ。（タケシの告別式が行われた寺、どうも見覚えがあったのだが、何と私の近所の寺だった。）有里のお腹には赤ん坊が居る。想い出の天体観測サークルの合宿小屋は、皆で火をかけて燃やし尽くす。これは見るからに千葉の海岸だ。
主題歌は、『天体観測』と中島美嘉の『ＷＩＬＬ』。ドラマに良く合っていた。
最後の最後の場面、お腹が大きくなった有里がベンチに座っている。そして、ナレーション。

「あなたには見えていますか？あなたの北極星が……」

　　　　　　　オレンジデイズ
　二〇〇四年四月十一日から六月二十日まで。全十一回。ＴＢＳ。
脚本、北川悦吏子。出演、妻夫木聡、柴咲コウ、成宮寛貴、白石美穂、瑛太、小西真奈美、小日向文世、風吹ジュン、上野樹里、他。音楽、佐藤直紀。

　小西さんは、櫂（妻夫木さん）の三歳年上の彼女、高木真帆役。しかし、櫂と分かれてから数回分は登場してこない。この別れのシーンは息を呑んだ。最後の二回分から再び真帆が重要な役割を担う。随分とさばけた感じに変わっている。真帆も自分を少し解放できたのだろう。
　それにしても、このドラマから随分若手の大物役者がたくさん出たものだ。

　　　　　　　整形美人。

　二〇〇二年四月九日から六月二十五日まで、全十一話。フジテレビ。天体観測の三ヶ月前。

　出演、米倉涼子、椎名桔平、小西真奈美、加藤晴彦、他。小西真奈美と加藤晴彦が並んでいると、まるでココリコミラクルタイプのように思えてしまう。小西さんは、椎名桔平演じる、藤島流翠の妹、藤島一咲役。清楚という言葉がぴったりするような女性。真ん中で髪を分けている事が多い。そして、長い。

　小西さんは、「清楚な女優さん」と形容されることが多いようであるが、私のように色々見ている者からすると、それはある一面であり、実は多様性に満ちている事を知っている。しかし、この清楚な印象は、この『整形美人。』のような作品のイメージから来ているのではないかと思っている。
　　　　　　　新・星の金貨

　二〇〇一年四月二十五日から六月二十七日まで。全十話。日本テレビ。出演は、星野真里、藤原竜也、奥菜恵、小西真奈美、他。
　小西さんは、自己中心的で主人公に冷たく当たる天才アスリート、麻生恵理役。ランナー姿で登場する事が多い。第六話以降に出演されている。いかにもランナーらしく演技されている。ちょっと『深く潜れ』系の勝気な表情が多く見られる。
　　　　　　　ホットマン

　二〇〇三年四月十日から六月十九日まで。全十一話。ＴＢＳ。出演、反町隆史、小西真奈美、矢田亜希子、市川由衣、斉藤祥太、斉藤慶太、他。

　小西さんは反町さん演じる主人公の妹、降矢志麻役。語り手としての役割も受け持っている。

清楚なイメージだった『整形美人。』での役柄にやや近い。しかし、オレンジデイズでの表情に近い感じも見受けられるか。
この志麻だが、途中まで恋人といいところまで行ったのだが、実は相手が余り良い人ではないことが分かって、戻って来る。その後、それっきり志麻を中心としたエピソードは余り出て来ない。車の中での志麻のキスシーンを見て、兄の円造が「うわっ。妹のキス見ちゃった。何だろう、この気持ち」と言っていたのを見て、ちょっと面白くもあり、分かる気もした。小西さんは、この作品で「妹」という役柄での魅力を充分に見せてくれた。
　　　　　　　ＢОＳＳ　ＣＡＳＥ８
　二〇〇九年六月四日フジテレビ。出演は、天海祐希、竹野内豊、戸田恵梨香、玉山鉄二、温水洋一、小西真奈美、他。

小西さんは第八話ゲスト出演。クラブ「さびしんぼう」のホステス、西山菜々美役。最初は単なるホステスだと思っていたのだが……やはり、それは仮の姿であった。密かにある目的を忍ばせていた。

銃を構えた時の研ぎ澄まされた表情の美しさ。空気が凍りつくようであった。
　　　　　

　　　　　　　シュアリー・サムディ

二〇一〇年七月十七日公開の映画。小栗旬初監督作品。出演、小出恵介、勝地涼、鈴木亮平、ムロツヨシ、綾野剛、小西真奈美、竹中直人、岡村隆志、他。

　若者五人がまるごと主人公といった感じ。小西さんは、かなり重要な役割を担う、美沙という元風俗嬢役で、風俗嬢時代に「ヒメノ」と名乗り、小学生だった若者達と面識があった。しかし、その場で罪を被って逮捕され、出所したあと、七年経って、若者の一人と、そうとは知らずに再会する。主人公ともすれ違っていたはずなのだが……しかし、そのすぐ後、逮捕されずに逃げていたヤクザに路上ミュージシャンの恋人を殺された。その恋人は、若者達がバンドの曲の作曲を依頼していた人でもあったのだ。
　美沙の恋人の墓前で若者達は美沙を見つけたものの、ヤクザたちにも取り囲まれてしまい、逃走劇が始まる。最後はハッピーエンドだが、美沙は海外に旅立ってしまう。

　風俗嬢を演じる小西さん、お姉さん的な優しさが滲み出ていた。また、霊園でピストルをヤクザに突きつける迫真の演技が素晴らしかった。そして、空港での別れのシーン。ヤクザからも、路上ミュージシャンからも、若者たちからも愛されながら、幸せを掴めていない美沙……。しかし、それだけに心の美しさが際立っているとも思えた。
　　　　　　叫

　二〇〇七年二月二十四日公開。黒沢清監督。二〇〇六年には各国の映画祭で既に上映されていたようだ。出演は、役所公司、小西真奈美、葉月里緒奈、伊原剛志、オダギリジョー、他。製作会見で、小西さんの顔の小ささが際立っている。役所さんが大きいから特に？
　ホラー映画である。最初の、小西さんの演じる仁村春江の登場から、妙に透明感のある、別の言い方をすると、存在感の希薄な、一種不思議な女性だなあ、と感じた。一体どういう立場の女性なのか、現状に満足しているのか、などなど、疑問を持ちながら見続ける。
　春江は普通の人間なのだろうと思っていたが、やはり違った。まさかの展開だったといえる。ともかくそれで、ようやく、不思議な印象だった訳が分かった。
　　　　　　　

　

　　　　　　踊る大捜査線　レインボーブリッジを封鎖せよ

二〇〇三年七月十九日公開の映画。ＵＤОＮと同じ本広克行監督。出演、織田裕二、深津絵里、柳葉敏郎、ユースケ・サンタマリア、いかりや長介、真矢みき、小西真奈美、他。

　小西さんは、企業で働く社員、江戸りつ子。パーティー会場で囮のような役割を担わされる。パーティーでは、英語でばりばり話す。そして、犯人を目撃しているために、警察に守られる存在となる。主人公の青島（織田さん）にコートをプレゼントしたりする。
この作品における小西さんは、「警察とは関係の無い一般の人」を演じるためか、個性をやや抑えた役作りをしていたように思える。

　

　　　　　　　ショートムービー『〇〇一　ずぶ濡れのココロに架かる虹』

　二〇〇〇年、ムービージャパン。出演、小西真奈美、他。ドコモ・グリーティング・ストーリー、とある。ダッフルコートを着た小西さんは、お茶目に虹を見た感動を電話であちこちにかけて伝えまくるのだが、なかなかまともに取り合ってくれない。夜帰宅すると、その虹の写真をメールで送ってくれていた人が居た……。
　小西さん、『深く潜れ　八犬伝二〇〇一』のような顔だった。それもその筈、同じ頃の撮影だろう。小西さん二十一歳。
　　　　　　　

プロモーションビデオ　竹内まりや『毎日がスペシャル』

　二〇〇一年。出演、小西真奈美。二十二歳。

　完全な物語になっている。アメリカに渡って、洗車のアルバイトをしながら勉強している小西さん。ある時は廊下で人にぶつかったり、図書館で調べものしたり、洗車のバイトで、客から鍵を投げてよこされたり。笑顔がかわいい。

　やがて、友達も出来て、楽しく過ごす。ある日郵便物が来ていた。中には『毎日がスペシャル』のＣＤと一枚の便箋。そこには、「ずっと祈ってる」と書かれていた。泣き出す小西さん。僅か五分で物凄く心揺さぶられる作品になっているのだ。

　音楽が終わった後も映像は続いている。アメリカで車に一人乗り込み、発進して行く小西さん。心に一服の清涼感を残してくれる作品だ。

プロモーションビデオ　ＮＩＲＧＩＬＩＳ『ＶＵＮＡ』
　二〇〇三年。二年ぶり二本目のプロモーションビデオ。

出演、小西真奈美。小西さんがＮＩＲＧＩＬＩＳの世界観に共感して出演。以下読売オンラインからの引用。

小西がＰＶに出演するのは竹内まりやの「毎日がスペシャル」以来２度目。他のアーティストからもＰＶ出演依頼が舞い込んでいるが、ドラマ等の仕事が忙しく断っているのが現状の中、ニルギリスの世界観に共感して出演を快諾。無名のインディーズバンドが有名女優に認められての特別出演だ。ＰＶは四季の移り変わりを描いた芸術的な作品で、小西は「ニルギリスの歌の世界観を自分なりに想像力を広げ、撮影に臨みました。優しくて、少し切ない歌とＰＶの映像が少しでもたくさんの人に届けば」と話している。　

　大きな木の下で四季の移り変わりの中読書をする小西さん。春と夏は、白い服。秋は黒のワンピースに灰色のカーデガン、冬は黒い服に白いマフラー。時折本から目を上げて周りを眺める表情が神秘的で切ない。
音楽が完全にマッチしている。ちょっと複雑な和声の進行だ。

　小西さん二十四歳。

　　　　
　　　　
　　　　　　　ファッション通信　九七
　一九九七年七月か八月、テレビ東京。小西さん十八歳でエリートモデルルックで優勝した際のドキュメンタリー。この頃から現在に続く真面目さを伺わせる。
　　　　　　　ドラマの気になる女の子特集
二〇〇一年二月十日放送。ＴＢＳ日曜劇場『白い影』の「気になる女の子」として紹介された。『蒲田行進曲』の舞台でのシーンもちょっと映し出された。小西さん二十二歳。舞台とドラマの違いについて、「カメラの位置を考えながら、動かなきゃいけないって言うのは、勉強中なくらい、ちょっとあたふたしてます」とおっしゃっていた。大切なものは、ベトナムでコーディネーターさんにもらった、クリスタルリング、マイブームは漫画『ろくでなしブルース』、絵本も好きで、『おおきな木』を紹介していた。
　　　　　　　浜ちゃんが

　二〇一〇年二月二十六日放送。日本テレビ。浜ちゃんらと小西さんがドンキホーテで買い物する。シンプルなお財布をお持ちだった。

小西さん、車はプリウスだとおっしゃっていた。結局チェーンは買わず、ジョギング用スーツとお顔用のローラーをお買い上げ。いつもは、うとくて保湿しかしていないとおっしゃっていた。
　　　　　　　アナザースカイ

二〇一〇年七月二十三日放送。日本テレビ。

小西さんが、ニューヨークを訪れ、今まで何度も訪れているニューヨークを紹介する。とても親しみが持てる小西さんのニューヨーク紹介。私の学生時代のウィーン滞在とダブル。

ちなみに、私がこの番組に出たら、ウィーンを紹介する事になるんだろうな。と妄想する。
　
　　　　　行きずりの街

二〇一〇年十一月二十日公開の映画。阪本順治監督。出演、仲村トオル、小西真奈美、窪塚洋介、南沢奈央、谷村美月、石橋蓮司、他。
小西さんは六本本のクラブのママで主人公（仲村トオル）の十二年前に別れた元妻、雅子役。大人の女性の艶やかさが強烈に出ていた。それでいて、一人の人間としての多様性を感じさせてくれた。

撮影はやはり一年ほど前になる。この映画のイベント、十一月三日に行われた『東京タワー・クリスマスイルミネーション点灯式』にも私は出掛けて行ってみた。
　　　　　相棒　劇場版Ⅱ

二〇一〇年十二月二十三日公開の映画。和泉聖治監督。出演、水谷豊、及川充博、小西真奈美、小澤征悦、國村隼、岸部一徳、六角精児他。

私は公開二日後に観に行った。小西さんは相棒の二人に次ぐ重要な役で、朝比奈圭子。警察に勤務しており、上層部をある理由から恨んでいる。とても、複雑な心情を隠した女性である。この複雑な心情を見事に演じ切っていた。杉下右京と二人で話す場面では、小西さんの心を打つ演技に呼応して水谷さんの感情も高ぶってくるのが感じられた。何という表現の力だろう。
ピストルの構えも自宅で練習したという小西さん、とても、決まっていた。

公開前の十二月十八日に、六本木ヒルズ下の『相棒展』にも行ってみた。杉下右京のオフィスが再現されていたり、小道具が展示されていたり、米沢鑑識官（六角精児さん）の音声案内で謎解きをしながら進んでいくなどの趣向も凝らされており、楽しめた。
　　　　　　　　　　　　　
【終わり】
（執筆自二〇一〇年九月十九日　至九月二十七日）

              　　　　　　　　　初版発行　二〇一〇年九月二十七日  高野出版
第二版発行　二〇一〇年十月十三日  高野出版　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三版発行　二〇一〇年十二月十六日  高野出版
第四版発行　二〇一一年一月十八日  高野出版
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